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Clinical Studies of Root Canal Medicament with 
F o r m a r i n - G u a i a c o l
(3rd report: Final report)
YOO TSUKADA AKIO YAMAMOTO MASAAKI ANZAI SYUSUKE SAWADA
YASUO ONO HIROHITO YAMADA YOSHIKAZU MITSUGI TOSHIRO SEKIZAWA
HIDETOSHI MIGITA YOSHIHIRO MATSUYAMA MASAYUKI KUSAMA
TOHRU ONIZAWA AYAKO MIYAZAWA IZUMI KUBO HIROAKI OHTANI
































































10代20代 30代 40代 50代6 70代計
男 39 176189 163 140 7612 795
















































自発痛十 自発痛十 自発痛計 違和感 打診痛十 打診痛十 打診痛什 打診違和感 発赤 腫脹 圧痛十 圧痛十 圧痛杵 痩孔 滲出液 腐敗臭 膿汁 出血 咀噌痛十 咀噌痛十 咀ロ爵痛冊
臨床的健康歯髄 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
急性漿液性歯髄炎 11 1 0 3 6 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 00 0 2 0 0
急性化膿性歯髄炎 21 12 1 0 14 4 0 2 2 0 3 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0
慢性潰瘍性歯髄炎 2 0 0 3011 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0
慢性増殖性歯髄炎 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0
壊　疽　性　歯　髄　炎 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
表7：ホルマリン・グアヤコール（FG）応用後の臨床症状
　　　　　　一抜髄例
自発痛十 自発痛杵 自発痛冊 違和感 打診痛十 打診痛井 打診痛冊 打診違和感 発赤 腫脹 圧痛十 圧痛杵 圧痛冊 痩孔 滲出液 腐敗臭 膿汁 出血 咀ロ爵痛十 咀噌痛十 咀ロ爵痛冊
臨床的健康歯髄 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 00 0 0 0 0 0
急性漿液性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0
急性化膿性歯髄炎 0 0 0 4 0 0 03 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
慢性潰瘍性歯髄炎 0 0 0 0 1 0 0 4 0 00 0 0 0 0 00 0 1 0 0
慢性増殖性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0






























限局型 囲饒型 ビ漫型 類円型 不定型 小指頭大 小豆大 米粒大 粟粒大 根端尖）周囲 根側 歯槽硬線 歯根膜線 歯根吸収 周囲骨硬化像
消失 肥厚 再生 消失 肥大
臨床的健康歯髄 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
急性漿液性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
急性化膿性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 2 0 0 1 1 0 0
慢性潰瘍性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 1 0 0 1 0 0 0
慢性増殖性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
壊　疽　性　歯　髄　炎 1 0 0 0 1 0 0 0 01 0 0 0 0 0 0 0 0
表9：ホルマリン・グアヤコール（FG）応用後のX線写真所見
　　　　　　　一抜髄例
限局型 囲続型 ピ漫型 類円型 不定型 小指頭大 小豆大 米粒大 粟粒大 根端突）周囲 根側 歯槽硬線 歯根膜線 歯根吸収 周囲骨硬化像
消失 肥厚 再生 消失 肥大
臨床的健康歯髄 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
急性漿液性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 00 0 0 0 0
急性化膿性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 2 0 0 1 1 0 0
慢性潰瘍性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
慢性増殖性歯髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0










































．十 ± 一 × 冊 廿 十 ± 一
臨床的健康歯髄 69 0 0 3 2 1 0 0 1 69 4 1
急性漿液性歯髄炎 10 0 0 8 3 0 0 0 0 19 2 0
急性化膿性歯髄炎 24 0 1 13 3 0 0 0 2 39 0 0
慢性潰瘍性歯髄炎 270 0 0 33． 13 2 0 0 3 313 0 2
慢性増殖性歯髄炎 5 0 0 3 0 0 0 0 0 7 1 0
壊　疽　性　歯　髄　炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
表ll：ホルマリン・グアヤコール（FG）応用前の臨床症状
　　　　　一　感染根管治療例　一
自発痛十 自発痛壮 自発痛肝 違和感 打診痛十 打診痛升 打診痛冊 打診違和感 発赤 腫脹 圧痛十 圧痛升 圧痛柑 痩孔 滲出液 腐敗臭 膿汁 出血 咀噌痛十 咀噌痛朴 咀噌痛冊
歯　　髄　　壊　　死 0 0 0 11 0 0 0 26 0 0 0 0 0 0 1 3 1 0 4 0 0
歯　　髄　　壊　　疽 0 0 0 5 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 7 0 0 0 0 0
慢・化・根・歯周組織炎 6 0 0 22 7 0 0 85 1 2 1 0 0 1 2 5 7 3 4 0 0





自発痛十 自発痛什 自発痛什 違和感 打診痛十 打診痛十 打診痛什 打診違和感 発赤 腫脹 圧痛十 圧痛廿 圧痛柵 痩孔 滲出液 腐敗臭 膿汁 出血 咀噌痛十 咀噌痛廿 咀噌痛什
歯　　髄　　壊　　死 0 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯　　髄　　壊　　疽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
慢・化・根・歯周組織炎 7 0 0 7 8 0 29 5 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0




















限局型 囲続型 ビ漫型 類円型 不定型 小指頭大 小豆大 米粒大 粟粒大 根端突）周囲 根側 歯槽硬線 歯根膜線 歯根吸収 周囲骨硬化像
消失 肥厚 再生 消失 肥大
歯　　髄　　壊　　死 2 0 2 0 0 0 0 2 0 4 0 18 0 0 5 17 0 0
歯　　髄　　壊　　疽 1 0 1 3 0 0 1 1 0 0 1 12 0 0 0 8 0 0
慢・化・根・歯周組織炎 81 52151 1004713 107 158 65 η4 10 20711 0 60 ll6 6 1





限局型 囲続型 ビ漫型 類円型 不定型 小指頭大 小豆大 米粒大 粟粒大 根端突）周囲 根側 歯槽硬線 歯根膜線 歯根吸収 周囲骨硬化像
消失 肥厚 再生 消失 肥大
歯　　髄　　壊　　死 2 0 1 0 0 0 0 2 0 4 0 18 0 0 6 16 0 0
歯　　髄　　壊　　疽 1 0 1 3 0 0 1 1 0 0 1 12 0 0 0 8 0 0
慢・化・根・歯周組織炎 8449 13189391099 15263 251 12 192 6 2 56 lo4 5 1








ｳし 冊 什 十 ± 一
× 冊 什 十 ± 一
歯　　髄　　壊　　死 2田 0 1 36 32 2 0 0 2 訓1 17 1
歯　　髄　　壊　　疽 10 0 0 3 3 0 0 0 3 13 0 0
慢・化・根・歯周組織炎 54 0 4 137 1η 9 0 0 14 323 38 6
急・化・根・歯周組織炎 8 0 1 5 14 0 0 0 1 26 1 0
抜髄後の歯根膜炎 （症　例　な　し　）
根充後の歯根膜炎 （症　例　な　し　）
髄壊死1例，歯髄壊疽1例の合計3例（0．3％）に
おいて術前に見られなかったX線透過像および
歯槽硬線の消失および歯根膜腔の肥大が見られ
た．これらの症例においてはFG貼薬後の臨床症
状には異常は見られなかった．一方，残りの1147
例中51例（4．4％）にX線透過像の縮小などの，何
らかの改善傾向が見られた．これらの症例の平均
貼薬日数は16．3日，治療期間は18日から115日の間
にあった．他の症例においては変化は認められな
かった（表13，14）．
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（3）改善度及び有用度
　抜髄例と同様，第2報と今回の調査結果を合計
した感染根管治療746例中，自発痛などの出現した
7症例（1．0％）が有用度（一）と判定された．さ
らに4例（0．5％）にFG貼薬後，一時的に打診違
和感などの症状が出現し，自発痛の出現した症例
と共に改善度（一）と判定された．他の735例は改
善度，有用度ともに（廿）～（±）の範囲に判定さ
れた．
　これら改善度と有用度の間の症例数の違いは，
打診違和感などの症状が出現したにもかかわら
ず，再度FGを貼薬しても再び症状が出現しな
かった症例で，症状が出現した原因が，明らかに
拡大時の機械的刺激による反応であろうと判断し
たものを省いたためである（表15）．
　以上，第1報から今回までの成績をまとめると，
抜髄例738例中症状が悪化し，有用度（一）と判定
されたもの3例（0．4％），感染根管治療例1150例
中症状が悪化し，有用度（一）と判定されたもの
19例（1．7％）であった．
考 察
　私共は，従来根管内貼薬剤として使用してきた
ホルモクレゾールが，その刺激によって時に急性
症状を出現させ2），また経時的に変化しやすい薬
剤である3・‘｝ことから，ホルマリン・グアヤコール
が，これらの欠点を解消する薬剤ではないかと考
えられたため，約3年間にわたり学生の臨床実習
と医局員の診療にホルマリン・グアヤコールを応
用し，その臨床上の性質を，1031人の1888歯の根
管内に貼薬して調べてきた．その結果，本薬剤に
よる不快症状の発生は，抜髄例では738例中3例
（0．4％）であり感染根管治療例では1150例中19例
（1．7％）で，合計22例（1．2％）とごく少数であっ
た．
　第1報から今回までの全症例を調べてみると，
症状が出現したこれら22症例のうち，根管の拡大
操作直後の貼薬にのみ症状の出現したものが17例
あった．これらの症例は根尖歯周組織に機械的な
刺激が加えられ，炎症反応が起こりやすくなって
いる所へ，ホルマリン・グアヤコールの刺激が加
わり，症状の出現が見られたのではないかと考え
られた．残りの5例は，ホルマリン・グアヤコー
ルそのものが刺激となって症状が出現したものと
87
思われた．
　しかしながらこれら症状の出現が見られたもの
は少数例で，第1報，第2報および今回の調査の
3つの間で，症状の出現する傾向に特に差は認め
られなかった．また診療室における経時的変化に
ついては，FCの場合，経時的に着色，粘稠化し，
あるいは沈澱生成，分離などの性状変化を起こし
てくる3）ため，ほぼ3ヵ月ごとに薬液の交換を
行っていたが，FGにおいてはそのような性状変
化は見られず，薬ビン中の薬液がなくなるまで使
われていた．以上のことによりホルマリン・グア
ヤコールの有用性や安全性，および経時的変化が
少ない点が再確認された．
ま　　と　　め
　抜髄または感染根管治療を施した1888症例につ
いて，根管消毒の目的でホルマリン・グアヤコー
ルFGrネオ」をブローチ綿花を用いて根管内に貼
薬し，貼薬から来院時までの臨床経過と来院時の
臨床症状を調べたところ，抜髄例では783例中3例
（0．4％），感染根管治療例では1150例中19例
（L7％）に不快症状の出現が見られたが，平均
1．2％と少数であった．この1031人で1888歯という
数から考えてホルマリン・グアヤコールはすべて
の患者に安全に且つ術者側からは初心者も熟達者
も安心して使える根管消毒剤薬剤であることが判
明した．さらに，冷暗所に保管せずに診療室中に
放置しても経時的に変化の少ない薬剤であること
も確認された．
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